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国際理解教育、一つの試み

地理選択クラスでの「卒業レポート J 一

はじめに

筆者は以前から、生徒の居住する地域を対象と

した地域学習を、地理授業の中心に据えたいと考

えていた。この数年、それを生徒自らの調査・研

究によって展開することを試みた。生徒の主体的

学習活動ともいえるこの試みは、筆者の予想以上

の成果を挙げ、それを勤務校(兵庫県立柏原高等

学校)の所在地にちなんだ冊子、『ズームアップ

氷上Jl)としてまとめることができた。

今回さらに主体的学習活動を発展させたく考え、

対象地域を国外に広げることを行った。具体的に

は、地理選択クラスの卒業レポートとして、生徒

各自にどこか一国を取り上げさせ、調べてまとめ

させた。そして、この卒業レポートを編集・印刷

したものを、 『期』と名付けた冊子とした。なお、

この実践では、地域が広がることによって、必然
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てきた。そこで、この冊子を作成した過程を中心

に、筆者の行った国際理解教育の試みを、未熟で

はあるが報告しておきた ~'o ご教示いただければ

幸いである。

1 .国際理解教育

地理教育の効果について久保田武2)が「地理教

育影響度測定調査」を行っている O これは高校 1

年の生徒が地理教育を受ける前と~ 1年間受けた

後とで興味・関心がと、う変化したかを調査し、地

理学習の影響(効果と重複する)を測定しようと

するものであるO これによると国際理解に対する

影響度の項目は大きな変化を示している(表1参

照)。つまり地理教育は国際理解教育に大きな効

果があったことを示すものといえよう。

ところで今日、「国際化」、「国際人」、「国際社

的にいわゆる国際理解教育からの視点も必要になっ 会」、「国際理解教育」などの言葉をよく目にする

表1 地理学習影響度測定結果(1974--76年度の平均値、都立西高校)
| l年入 管時 1~~1 年終了時
15141312111平均倒|平 5141312111平均値|

・由⑥由①①@⑤@会湿農人環人エマ「地稽問際業ネ境叫ス的題理地ル問コ・唱織鶴民題に」ギミ族つ岡ーのとと問題

17 36 29 12 6 3.46 49 36 12 3 o 4.31 ①~非⑧常
14 34 28 18 6 3.32 35 47 14 4 o 4.1315. に関心， 興味I!関を心持興っている。
14 42 33 10 3.58 鈎 45 21 4 o 4.01 14.てどちるらかといえ 味を持 4

国い際ておの報よ道び国内政治・経済・往 23 35 27 13 2 3.64 33 34 27 6 。3.941 "('-、。

理い慶の鍵特う学食徴務種と問槍につ題問題いて

9 37 2B 25 1 3.28 23 52 20 4 1 3.9213. どちらともいえlなf関い心。
12 34 26 21 7 3.23 14 53 24 8 1 3.71 I 2. どちらかとえい ・興味がな
9 23 37 25 6 3.04 19 39 34 8 。3.691 、。
14 35 34 13 4 3.42 24 33 31 11 3.臼 1.ほとんどまたは全く関心興味がな

6 21 45 22 6 2.99 15 34 37 12 2 3.48 ただし⑤については

・⑨⑩⑪申@⑮⑩@⑮⑫ヱ金議貿都交水世世目易屋界属建通本界体市aのの問資のの賓立質p成題発置世途界とり水立の・地産地ち減誌集と現情状遺と都市問題

6 28 40 20 6 3.08 11 3B 3B 12 1 3.4615.たいへん好きであI!好る.
9 24 48 16 3 3.20 9 35 47 7 2 3.4214.どちらかといえ きである。

12 27 35 19 7 3.18 13 32 36 17 2 3.3713. どちらともいえぱな織い。
源産1腹 3 15 37 34 11 2.65 11 35 35 17 2 3.3612.どちらかといえ いである。

大気地形分布と織成源立物問事題の停成原立則
10 30 32 20 8 3.14 9 31 42 15 3 3.28 1 1.非常に峨いである。

候・土布tとa・ の原買1I 6 23 41 23 7 2.98 10 28 37 19 6 3.171 @ 
源の分 資 4 17 43 28 8 2.81 8 28 45 16 3 3.2215.大いに役立つた
地やエ量産地帯成立の原則 3 15 37 31 14 2.62 9 29 39 20 3 3.21 1 4.どちらかといえ。ば役立った。
源と林業 2 12 38 36 12 2.56 2 13 44 32 9 2.6713. どちらともいええなばし役、。

2.fどニちらかとい 立たなかっ

*・⑬⑫①大地~縮⑫図尺投の平図影均の作校値図原図理
7 17 30 27 19 2.66 7 17 32 31 13 2.74 。
6 15 26 28 25 2.49 l 14 28 38 19 240 1hほ大た②. いとんどまたは全〈役立たなかっ

3.07 
3.461 @ 

判-・@@@@咽国地日際図本報国の理恨解勢真の利国実に対会性用度のすに利つる影い用響度て度(情報健供者と選択)

9 48 34 6 3 3.54 46 46 8 。o 4.3B I 5. に利用した
21 40 25 11 3 3.65 6 34 M 24 2 3.18 1 4. どちらかといえば利用した。

14 37 31 16 2 3.4513. どちらともいええなばL利、。
57 32 10 l O 4.45 68 23 7 2 。4.57 1 2.どちらかとい 用しなかっ

た。

@⑧判情社報会断の〉分析・評価・半1)断について(総合的 68 1 24 1 7 1 1 1 0 1 4.59 1 74 1 16 1 10 1 0 1 0 1 4.64 
1@支~ほた@拳。と照んのどこまとた.は全〈利用しなかっ

-政治・緩済問題について判断する 惨事~ 1 53 1 32 1 12 1 2 1 1 1 4. 34 1 65 1 27 1 8 1 0 1 0 1 4. 57 
⑫望ましい社会科のt受難について a 821 1 b 151 1 c 3 1 1 a 911 1 b 6 1 1 c 3 本文参 。

ホ 1975年・ 76俸の平均値 柿 1977年のみの数値
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が、「国際化とはどういうことかJI国際原解教育

とはどのようなことを認識させる教育なのか」、

こうしたことが案外峻昧で卜分泌識されていない

ようにjtうO

同際社会とは、主権国家がそれぞれの独立性を

維持しながら、相互依存によって共存共栄をはかっ

ていく平等な社会と則定できるだろう O しかし現

実には「北」の繁栄と「南」の貧困という南北問

逝、東欧をrfJ心とした社会主義凶の変動の中で様

変りしている東西問題などが存点しているO こう

した多くの課題を内包した国際社会を学際的方法

3)などにより解き明かすと同時に、その}j向性を

さぐる教育が国際開解教育だろう O 地理の立場で

いえば国際地域研究で、人間性の尊厳につながる

その国固有のアイデンティティと国際秩序への調

和化=国際性を理解することである。

国際化とはモノ・カネ・ヒト・情報の国際交流

(移動)が活発になる現象と一般的にはとらえら

れている O しかし、それは現象的なとらえ方で、

意識の交流が内蔵されていることが必要であるO

矢野暢4)によると Ir国際化』には国益を別の方
法で追求しようとするいわば国益のえさ意的な延長

としての『国際化』と世界の望ましい調和化と秩

序化の筋書にわが身を委ねようとする『国際化』

のふたつ」があり、「国際化とは『固有のアイデ

ンティティをもった一国民ないし一民族を、もっ

と摩擦の少なし 1かたちで、国際的に定位させるた

めの努力』である」と定義している O そして、摩

擦を少なくするために「国際的意思疎通の努力と

か相互理解、文化問解という課題が出てくる」と

しているO

国際埋解という概念については、それぞれ異なっ

ているかもしれないが、それに関する様々な教育

実践が兵庫県内でも多L105)6)また国際理解に関連

して、日本と他国の青少年の怠識を調査した報告
もある。7)8)9)

そして、筆者も今IJJjIはじめに」で述べたよう

な経緯を経て、国際問解教育の第 l段階ともいえ

る各国の実情調査を、第3学年地理選択クラスの

生徒へ「卒業レポートJとして、提出させること

ができた。

記録しておく O

19891ド

7月中旬

大使館発行のパンフレット類は新鮮な地理教材

として釘意義であり、その活用で考えた。また 3

年の 3学期は実侵業時数が少ないので、生徒たち

の自主的活動によって有効に展開したいと考えた。

10月(2学期中間テスト後)

3学期jの授業は 2学年時の地域研究10)の延長と

して、世界の国についてのレポート作成を中心し

て授業することを予告した。

11月6I:-J 

世界の国々のうち83ヵ国を選んで、各国大使館・

領事館宛に資料送付の依頼書を出した。 83ヵ国を

選んだ基準は、生徒たちが興味を持ち、選びそう

な国であること、日本との関係が深いと考えられ

ているli1であることの二点であるO その結果、 11
月中旬から12月中旬にかけて53ヵ国からの資料が

到着した。(遅い場合、 1月31日に到着した。)依

願した資料は日本語で書かれたものという条件を

出しているため、資料が十分ない国もあった。英

文のものならばもっと豊富で最新のものが得られ

る場合もあった。11)

12月14日ごろ(2学期期末考査後)

卒業レポートについての詳しい説明と各自がど

の国を分担するかの選定を行った。

12月中旬から 1月中旬にかけてレポート作成の

ために図書館で授業を行うこと、レポートはB4

サイズの印刷用紙にまとめ、そのままを印刷して

間子にすること、 3学期の評価はレポートを主材

料にすること、ークラスの中で調べる国が重複し

ないように分担すること、以上のことを説明した。

一つのクラスで同じ国を分担する者がでないよう

にしたのは自由に選ばせると、どうしても特定の

国に希望が集中すると予測したからである。実際、

希望をとると 3クラスとも同じような国に複数の

希望があり調整の必要がでてきた。生徒がどんな

国を希望したかについての分析は十分できていな

いがそれに関して、 4で少し述べたい。

12月下旬

図書館を利用し、資料収集と構想立案の時間と

した。大使館からの資料を配布し、各クラス 2l~iJ 

2. 学習の流れ づ、つ行った。図書館の活用は学校教育の大切な指

1989年度の実践を、反省点などを補足しながら、 導項11と考えられるが、 十分に行われているとは
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いえな ~'o 地理授業で活!日を試みたわけであるが、

柏原高校図書館は比較的多くの図古が整っている

割には、地理関係の資料は占く卜分な量があるわ

けではない。参考までに'1:.徒がよく利用していた
図書館資料としては次のようなものがあった。か

なり市し 1資料もよく不IJfIjされていた。

平凡社『世界大I'j科事典J(1981'rf) 

小学館『ジャポニ力、大11本百科事典J(1969{jっ
TBS rブリタニカ|司際大rl科事典J(1974'rf) 
1990{f 

1月上1jJ

図書館を利則してレポートをB4サイズ l枚に

まとめる作業をさせた。各クラス 211与問づ、つ、1'，て

たが、 2凶の授業時数では不十分であった。さら

に図書館や家庭でH寺聞をï~やしたlHil も多くいた。

1月1611

レポートの締切。印刷して発表することを通知

していたこともあり、ほとんどの'1:.{よがよく L犬
された見ごたえのあるレポートを:tJJII¥した。やは

り他人に見られることが、ノl:.徒たちをより忠欲的

にさせたと考えられる O

l月下1Jj

最後の従業を利JHして、印刷したレポー卜を配
布し、クラスごとに冊r-Iこした。そのffI}-f-は'1:徒
たちがIItWにはばたいてくれること!崩し、「刈」と
名づ、けた。そしてそれを小徒にしっかり読ませる

ために、各クラスのベスト 3を選ばせた。ちなみ

にベスト 3に選ばれたレポートを柏木に掲載して

おく O

3. 生徒の感想の集約と分析

まず'1:.徒の感処!をあげておこう O
。資料がほとんどなくて汗労した。リゾー卜地と

して千f名なので、いかにも南国で、小ぎれいな島

だと思っていたのに、シャワーは海水でフルー

ツも輸入しているなんて現実は厳しいものだと

思った。他にカツオの食べ方なども書きたかっ

た。せっかく新鮮なカツオがとれるのに、イス

ラム教の国なので生で食べないためタタキは食

べられない。

。ェチオピアについては去I(!I的に矢11っていたけれ

ど、 li下しく調べていくうちにいろいろな川出を

かかえている[k]だと分かった。そしてその以|刈

や私たちに今できることなどを考えるよい機会

になったと思う O

。まず国を選ぶ時、なるべく誰も知らない国、あ

まり有名でないIklということでネノfールを取り

上げたが、文献が少なく少し苫労した。しかし

['1分でもまあまあと思えるものができた。旅心

の強い私としてはいろいろな国のことを知れて

よかったです。きっと{uJ'rj:か後にはjlI:界を飛び

illっていたいです。

。大使館の資料が，'iくてわかりにくかったが、新

聞の政治I(IIとかを読むようになって少しずつわ

かり出した。

。調べるために資料とか百科字典とかを読んでい

て、授業では習わなかったその国の歴史的なこ

とやおもしろく興味深いことにいくつも出会う

ことができ、 t受業とは追ったI面で、たいへん勉強

になった。スペースの関係で書きたいことが i'

分書けなかったところもあるが、 1枚にまとめ

るのもむずかしいものだとjよい 1ました。みんな

のレポートを見て、それぞれ一味違った魅力の

あるものばかりで、またきれいにまとめている

ものが多くて感心しました。それぞれみんな市

労の木の)J作なのではなし、かと思し可ます。そし

てきっと何かを似たのではないでしょうか。

， 1:.徒の!品企!を集約すると以卜.のようになるO
(1)1淵べてみるといろいろとおもしろく、そのII~] に

愛石が持てて行ってみたくなったこと O

②その [I~]の'だ情や川題点がよくわかったこと O

③ l枚の紙にまとめるのがむずかしく、 J苦労した
こと(枚数を増してほしいという意見もかなりあっ

た)。

④大使館の資料がi1iかったり卜分でなく、活HJし

にくいこともあり、 1'1分で資料を探しIHして調べ

るのがたいへんだったことO

'!:.徒たちはいろいろと苫労して円分なりに資料

をよく探し出している O また、まったく大使館資

料を使わずにやっている場合もあった。

調べることを自分で選択し卜分なlLjllりをかけて

，Jiuべて、 l枚の紙に去現するこの過程は、生徒に

とって多くの苦労とH与問が必要になってくるO し

かし、調べが進むL::?れて興味深いことが発見さ

れ、 I~J 分がやってきたことが只体的な形で現われ

てくるものである o I彼られたスペースに L犬して
まとめて点刻することの難しさと楽しさを知った

ことと，UうO そしてこの試みは所期の11的である
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国際理解にも役だったと確信しているO

大使館資料を活用することについてはかなりの

問題点が出てきた。一つは資料が古く、量的に少

ない国がかなりあったことであるO これはその国

の経済発展の程度や日本との関係の深さに起因す

ることで、大使館資料の比較・分析をすることは

おもしろい研究になると考えられるO 第二点は、

全面的に大使館資料に依存してしまい、偏った内

容のレポートになる場合もみられたことであるO

かえって与えられた資料が少ない方が、その資料

に頼らず自分で発見・発掘した資料によって、よ

りよいレポートになる場合が多かった。つまり生

徒の選択・開発能力の育成につながるものであっ

fこO

4.中学生・高校生から見た国のイメージ

越智秀三郎附の研究は国のイメージを 5段階の

好感度で評価している O 好感度の高い国のイメー

ジは①風景の美しい国 (4.52)②天然資源の豊富

な国 (3.74)③古く文化の栄えた国 (3.67)で、

逆に低い好感度の国のイメージは③軍事大国(1.

66)⑧社会主義国 (2.55)(C)政治大国 (2.61)と

なっている。()は好感度の評定平均値であるO 具

体的な国の評定平均値の高いものをあげると表2

のようになる。

好感度の高い国は上のイメージの①~③をほぼ

2個は持っている国といえるだろう O ただし、ア

メリ力、イギリス、フランス、中国はマイナス面

である③~。もあわせ持つO 特に中国は①~③と

③~。のすべてを持つ国である O

一方、志賀照明勺ま日本とタイの二つの国の国

民の持つイメージを比較的に集約している。それ

によると日本人の集計は越智氏と同様な結果となっ

ている(表3)。ただソ連がかなり上位に位置し

ている点が異なっているO しかし、タイ人の場合

は大きく違っており、示唆的である(表 4)。行

きたい国は日本が最上位にあり、日本との関係の

深さを物語っている O ところがよく見るとバンコ

クと北部地域とでは異なった様相を示す(表5)。

直接日本人及び日本製品と接する機会の多いバン

コクの中学生は日本に対する関心が当然の如く高

い。しかし直接的に「日本」と接する機会が少な

いと考えられる北部地域の中学生は日本より、オ

セアニアへの関心の方が高し、。これはどういう意

味・原因かわからないが興味をそそる結果である。

それに関連して表6を見ていただきたい。日本

人を好きとする理由は日本人や日本を外面的・表

面的にとらえたもので、日本人を嫌いとする理由

は日本の姿勢や日本人の内面・本質をとらえたも

のとする見方ができないだろうか。表7は勤務校

における生徒たちの選択状況を示しているが前に

述べた表と同様の結果といえるだろう O 発展途上

国に資料未到着国が多いのは当然だが、日本と関

係の深い西アジアの国がそれに多く含まれている

のが意外だった。

おわりに

この卒業レポートを作成する取組みは、筆者に

はいろいろと考えさせられることが多かった。そ

れは、教師が自身で獲得し生徒に伝達できる知識

には限界があるが、生徒自らがそれぞれ苦労して

得た知識・認識には日を見張らせるものがあり、

しかもそれはしっかり記憶されるということであ

るO 自明のことではあるが。

ところで、地理教育に携わる一員として、国際

理解について筆者自身は次のように考えているO

それは相手国および国民を正しく認知することか

らはじまり、自分の国との差異を知り、そして、

自分の立場を認識して、日常し、かに行動していけ

ばよし、かを考えるところにまで到達すべきであろ

表2 固に対する好感の評定平均値

国 名 M 国 名 M 

スイス 4.15 スウェーデン 3. 38 

オーストラリア 4.09 エジプト 3.28 

日本 3.86 イタリア 3.25 

イギリス 3.67 西ドイツ 3.23 

ギリシア 3.67 スペイン 3.14 

オランタ' 3.61 中国 3.12 

アメリカ合衆国 3.59 フィンランド 3.06 

ニュージーラント. 3.57 デンマーク

1二1一引」フランス 3. 56 メキシコ

カナダ 3.55 アルゼンチン

越智秀三郎 (988)より
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ギリシア 3.67 スペイン 3.14 

オランタ' 3.61 中国 3.12 
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ニュージーラント. 3.57 デンマーク

1二1一引」フランス 3. 56 メキシコ

カナダ 3.55 アルゼンチン
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行きたい国上位10カ国(記)

The United Vil8la1g名e バンコクの u 
Sch伺 (81~) 中学校(I25名}

1 日 本 68名 1 日 本 98名 1 臼 本 166名

2 アメリカ合衆国 62 2 アメリカ合衆国 90 2 アメリカ合衆国152

3 英 国 33 3 英 国 54 3 英 国 87 

4 中 国 26 4 フランス 31 4 中 国 49 

5 スイス 6 5 中 関 23 5 フランス 34 

6 カナダ 6 6 ヨーロッ r~ 12 6 ヨーロッ I~ 15 

7 ニュージーランド 5 7 シンガポール 6 7 シンガポール 10 

8 フィリピン 5 8 オーストラリア 5 8 カナダ 9 

9 シンガボール 4 9 ホンコン 4 9 オーストラリア 8 

10 ホンコン 3 9 17 レーシア 4 9 ニュージーランド 8

10 フランス 3 9 オランダ 4 

表4行きたい国上位20カ国
1人3カ国まで(記)

順位国 名 人数(394名)

1 アメリカ合衆国 2 1 7名
2 オーストラリア 1 65 
3 スイス 1 2 1 
4 フランス 106 
5 中国 8 1 
6 エジプト 66 
7 イギリス 59 
8 オランダ 58 
9 ギリシャ 32 
10 カナダ 29 
11 ニュージーランド 1 8 
12 ソ連 1 8 
13 ドイツ 1 2 
14 香港 1 2 
15 プラジル 1 0 
16 アフリカ 1 0 
17 韓国・朝鮮 9 
18 イタリア 8 
19 スペイン 7 
20 北極 7 

1986年2月〈調査対象:神戸市立兵庫商業

高校 1年生 394名)

表3-a

1986年8月調査

。TheUnited VilIage Sch∞lのM2・M3の生徒81名〈北部タイ}
〈タイ篠35名.カレン鉄38名，ムーサ一族5名.モン民ヤオ民メオ侠1名}

。パンコタの中学校2・3年125名(Watsungwet Sch∞1) 

世界の関心地域(選)

JV¥¥三竺 The Uniled バンコクの
Z十

ViIlage Sohool 中 学 校

1 朝鮮半島 0(") 1.6 1.0 

2 中国本土 3.6 7.1 5.7 

3 東南アジア 4.8 4.8 4.8 

4 南アジア 1.2 。 0.5 

5 西アジア O 0.8 0.5 

6 西ヨーロッパ 7.2 5.6 6.2 

7 ソ 連 1.2 1.6 1.4 

8 東ヨーロッパ 3.6 0.8 1.9 

9 :ftアメリカ 6.0 4.8 5.3 

10 中・南アメリカ 7.2 4.0 5.3 

11 アフリカ 2.4 0.8 1.4 

12 オセアニア 20.4 4.0 10.5 

13 日 本 14.5 45.2 33.0 

14 その他 1.2 1.6 1.4 

15 すべての地績に関心あり 26.5 1 7.4 21.0 
」 一 一
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注.(記)は記述式、 (選)は選択式のアンケートを示す

表3-a、表3-b、表4、表5はいずれも志賀照明(1989)より

1981年東和大学国際教育研究所調査(調査

対敏 ICU高校382名，昌平高校488名.

永福高校131名.合計1001名)

注入の授業では得られない何かを得て、それが自

分の行動にまで結び、つく自覚になればと、淡い希

望を抱いているO

また、この素晴らしい生徒達の成果を今後の授

業の中で還元していきたいものとも考えている O

卒業レポート『朔』は、筆者にとってかけがえの

ない唯一の地理資料集であるO

うO このように、自分の行動にまで結び、つけるこ

とができるようになって、はじめて国際人の名に

ふさわしい存在になるのではないだろうか。

こう考えてみると、今回のレポートで得た生徒

たちの諸国に対する認識は、自分たちの力で獲得

したものであるが故に、本当の国際理解につなが

るものになったのではないだろうか。単なる知識

2)久保田武(1978):地理教育の効果、古今書院

『地理J23-2 

注

1 )細見和弘(1990): Iズームアップ氷上」の作成、

兵庫県立柏原高等学校研究紀要2
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3)近藤代(1989):国際理解教育について、『地理・

地図資料J1989年11月号
4)矢野暢(1986):国際化の意味、日本放送出版協
A 
ヱミ

5 )高木応光(1989):英語による「地理」の授業一

へイマー先生の授業から国際理解を考える一、

兵庫県立伊丹北高校『鴻志J6 
6)兵庫県高等学校教育研究会英語部会(1989):英

語を通じての国際理解教育 教科書分析と教材

開発一

7)志賀照明(1989):タイの中学生がみた日本一

1988年のアンケート調査結果一、兵庫地理学協

会『兵庫地理J34 

8)越智秀三郎(1988):高校生を対象にした国のイ

メージに関する実証的研究、兵庫県社会科研究

会「兵庫県社会科研究会紀要J35 
9)兼松儀郎(1987):高度産業社会における青少年

の意識構造 日本とオーストラリアとの比較研

究一、兵庫県立小野高等学校「研究紀要J2 
10)郷土研究を夏休みの課題として実施した。詳細

は前掲(1)を参照。

11)大使館から、英文のものならばあるという連絡

を受けた国もある。

(ほそみ かずひろ・兵庫県立柏原高等学校)

表6-a日本人を好きとする理由 表7 資料到着国と生徒の選択数

(記) I人数|資料到着国〔到着率 6日必)I 資料未到着国|資料未請求国
イギリス、イタリア、オーストリア、|スペイン

ギリシア、スイス、スウェーデン、

デンマー夕、西ドイツ、ノルウェ一、

1. 日本の文化がいい、おもしろい 28人

2. 日本人がかわいい 22 

3. 経済、技術が発達している 21 

4. 先進国 20 

5. 日本人はかし乙い 19 

6. 日本人はよく働く 18 

7. 自然、景色がきれい 18 

8. 日本人はやさしい 17 

9 礼儀正しい 10 

10.経済がしっかりしている 8 

3 Iフランス

フィリピン

アルゼンチン、ペルー

南アフリカ

表6-b日本人を嫌いとする理由
(選)

1. アジア諸国への日本の一方的経済がさか

んで、そのひずみを感じている。

31人 (33.7%)

2. 日本人は過去にアジアを侵略したζ とが
あり、その反省も十分でないと考える。

31人 (33.7%)

3 日本は先進国であるが、アジア諸国への
援助lζ無関心で・ある。16人 (17.4%) 

4. アジア諸国での日本人の行動に問題があ
ると感じている 7人(7.6%)

5. その他の理由 4人 (4.3%)
。日本人はずるい。

o日本人は自分にとって得する
ならつきあう。

o日本人はきらい。

o好きな人もいるし、好きじゃ
ない人もいる。

。だいたいのタイ人は日本人を
好きじゃないと思う。

。日本人の性格は不可解。

アイルランド、オランダ、チェコ

スロパキア 東ドイツ、ポルトガル、

モナコ

(シンガポール)スリランカ、タイ、

大緯民園、中園、マレーシア

2 r~-;-子f-" Jv ，一万-三Jv 一一一一一一r子7jLYii;-l三~三一一一一

ケニア、コートジボアール |エジプ卜

ソ連(1)

オーストラリア、ニュージーランド

ハンガリ一、フィンランド、ベルギー、

ユーゴスラピア、ルクセンブJレクe

イスラエル、インド、(インドネシア)Iネノマール、ベトナム |アフガニスタン
サウジアラビア、トルコ、モンゴルモルジプ

台湾

西サモア

ベネズエラ

ウノレクeアイ、カナダ、チリ、ハイチ、

ニュ ーカレドニ

ア※

ガーナ エチオピア

ミヤンマー

ポーランド、 Jレーマニア

アラプ首長園、イラク、イラン、

クウェート ，，-:キスタン、ノぜングラ

ディシュ、 プルネイ、 ヨルタ.ン

o ~-一一一一一
キュ -r(、コロンピア、ノマナマ、

ノマラグアイ ボリビア

(ダンザニア)モロッコ アルジエリア、ザイーノレ、ザンピア、

スーダン、ナイジエリア

注. ( )は英文資料、※はオセアニア州、人数は調べた生徒の人数

(1)は途中で3人から 2人に減少

12月下旬から 1月にかけて遅着した国 プルガリア、リビア、
リベリア
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スロパキア 東ドイツ、ポルトガル、

モナコ

(シンガポール)スリランカ、タイ、

大緯民園、中園、マレーシア

2 r~-;-子f-" Jv ，一万-三Jv 一一一一一一r子7jLYii;-l三~三一一一一

ケニア、コートジボアール |エジプ卜

ソ連(1)

オーストラリア、ニュージーランド

ハンガリ一、フィンランド、ベルギー、

ユーゴスラピア、ルクセンブJレクe

イスラエル、インド、(インドネシア)Iネノマール、ベトナム |アフガニスタン
サウジアラビア、トルコ、モンゴルモルジプ

台湾

西サモア

ベネズエラ

ウノレクeアイ、カナダ、チリ、ハイチ、

ニュ ーカレドニ

ア※

ガーナ エチオピア

ミヤンマー

ポーランド、 Jレーマニア

アラプ首長園、イラク、イラン、

クウェート ，，-:キスタン、ノぜングラ

ディシュ、 プルネイ、 ヨルタ.ン

o ~-一一一一一
キュ -r(、コロンピア、ノマナマ、

ノマラグアイ ボリビア

(ダンザニア)モロッコ アルジエリア、ザイーノレ、ザンピア、

スーダン、ナイジエリア

注. ( )は英文資料、※はオセアニア州、人数は調べた生徒の人数

(1)は途中で3人から 2人に減少

12月下旬から 1月にかけて遅着した国 プルガリア、リビア、
リベリア
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φドイ、Yの1す実母?の合!者')，マベンツmιくゅう岩場?ボγ手て、
l前究からづじ6へづ今必くライγ峡谷 11-‘ロJ レヲイ訓示言えて‘
よく矢σ川L ているのて、 Jのヲ4γJ吹を択すね羽田キの是見光客I~ ，
れいてい>'，l(のラつのご~ ~~ボピちぎ白色 3γt千'J ø
事I1τ 、手4ゾJlI(乃予えれ制、キヂ9・l-;:反してゆる平がなJど
である。 ヲイ γι、夫谷kいうk、白t手Fヲ引イ .γン(1t J去ニ う f♀手乙叙~1iたL乏
惣イ官免iするθキネk人有机似¥て、、勾、い、イ4机れれ討、¥、J人、
へんしゆPるAやP旬が、て、ぺ、:、い勺f矢ミい 5えれて」υ、布の勾小¥、 jιL手守てLい、るの舟机¥ 
dわμヴ仲の¥吋らf仇Jム」、ぐぐ、、宵ら Uい、ぺてで.羽あゐ.くわい、処切で調べゐヒマイツソ
のネ柔l:fu11-g D似し、 rlくソ 1手60内、"， そしてえ.，，~邑おιl千125"
k柄、 lえも与し下、01("，勾&J乙11-¥ \<'l"'-\~つヲわすい 16乙札口す
気rfv、
ネ2.1字、 よニ下守る島守の若いてぎわグ)(タ々 、、コヒどある。更し

マ、~占m 久者れト l "l-貨l耕J1司令?あ句て、Zえさ 80品"， t手ピみ同
じ‘制乏しfミ吹判舟4dが、も礼司き 1)1芋 u'\. .t-千しむ、~obゆ
紛~)視の小型タγガ♂るら、。
~ち l色、 そふらの 1fò の i笥 P希ボ iぢ 1ぢて品、~あ吃 l'，¥1-v、
今νろrj@先手、が見いにゐ τkである。命ドイツの{手小、午
ちた狩のオヲンヲ、、、.r:.~た仰のブヲシスやスイスの~';もえ
らわ~.ヲィ γ いIl"l-官こちFピ、予;')包 V1~冬子訂 11\ 1j_のずあゐ。

L行、し.，1:7 ~";f、、r r干ヨーロvハ。喜三大内工業国であるf三的、)1¥
のベ深カ父、7J..ピ、く.ライン1'¥t. (まじめ丈;い川可"¥ド、水質巧
うあて‘J;.~。弓O\ l主力\大気うちも~-t ;~主'J ていらμ(，レ、ソパ‘/しト勺

木川田知包南 1-:'れ村らでれていわ。みドイヅのみを当片手

絡の多罪境問題芝解余す1::リ吹切て";'~o 
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|ドイヅ述邦
り¥ンプ/し71'氏今吉今f)
φドイツ勺白勃手今デン1¥'-r~-ト
'''11，ザlレン 1"1--k ， ミL プへソ l手ト門べヒνω1 

;γFι川ケいK 芳幻p布仙沿hの録似矢恥入守ペても、
のて、ハ γづりしヴ l~H 1"1'1-ずよ<.H H't 
q守ている。
ごれは、ハγザ鶏?ギハゾイ〕レ?の切e-
?之、kいう.ハンザピ l宇品人作M1ヒいう
芝、ロネ.
ドイツうヒ孝p~~めるま着希P帝 l手司7也

布、ら包r.:t!の l手 Cの V~ 々、 lすて‘ I)~­
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